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論　　文　　の　　要　　旨
　本研究は，北海道の日高山脈の上空大気下層で東よりの風が吹走するとき，山脈の風下（西）側
に形成される深い局地低圧部について，気侯学的な特徴を統計的に解明するとともに，数値シミュ
レーションの結果と比較して，その成因がハイドロリック・ジャンプによるものと推定した論文で
ある。
　論文の内容は，（1）日高山脈の両側に位置する広尾と浦河の気圧差を指標にとって，局地低圧部
の発達に関係する気象条件を統計的手法で解明した部分と，（2）この結果得られた要因の影響を，
静力学的数値モデルを用いて数値シミュレーションを行って検討した部分の二つに大別される。
　前者の主な結果は次のとおりである。
1）地表付近で東風が卓越する場合は，山脈の西側に形成される局所低圧部は，風下側の風速が強
　まるほど深くなる。西風が吹く場合は，風下側の風速が強まっても，風下側の気圧は下がらない。
2）大気下層の東風と上空の西風との聞には，クリテイカルレベル（山脈に対する風の直交成分が
　○となる高度）が存在する。この高度が高い場合，風下側の地上風速が弱くても山脈の両側の気
　圧差が大きくなることがある。クリティカル・レベルが低い場合には地上風速は強くても，山脈
　の両側の気圧差は小さい。
　そこでクリティカル。レベルと安定層の影響を静力学的数値モデルを用い調べた結果，
1）安定層を伴っているが鉛直方向に一様な流れの申に生じる山岳波は上空まで発達する。局所低
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　圧部は山麓ではなく，山腹にできる。
2）風が弱いときは，山脈の両側の気圧差は風速とともに増加するが，ある程度風が強くなると気
　圧差はほぼ一定の値になる。
3）クリティカル・レベルが存在するシアー流の申では，局所低圧部は風下側の山裾に形成され，
　風上例の気圧は高くなる。クリティカル・レベルより上の大気は山岳波の影響を受けない。
4）両山裾の聞の気圧差は風速とともに増加する。クリティカル。レベルが3㎞以下のときは，レ
　ベルが高いほど気圧差が大きいことが明らかになった。
　2）4）は統計解析の結果と一致する。このような山岳波について数値解析を進めた結果，ウェー
ブエネルギーの時問変化から，この大振幅の山岳波は非線形波である。山脈が低い場合とクリティ
カル・レベルが高い場合は，大振幅の山岳波は現われず，適当な山脈高度とクリティカ1いレベル
の場合に山岳波が形成された。これらの結果からこの山岳波はハイドロニック・ジャンプによるも
のと推察される。
審　　査　　の　　要　　旨
　これまでの研究によると，日高山脈の西側山麓に吹く強風は，日高しも風と呼ばれ，成因はおろ
しで，Berger㎝のいうcomer　effectによって，岬をまわる風が合わさって強風が吹くとされていた。
世界的に見て，大規模な山脈の風下低気圧の研究は少なくないが，わが国のような複雑な小規模地
形にそのままで結果を適用できるか未知である。本研究はこれらの点を再検討して，従来と異なる
知見を得た。すなわち，日高山賑の風下に発達する局所低圧部が，日高しも風の重要な成因の一つ
になっていること，局地低気圧（低圧部）の発達に重要な要因は，従来言われてきた逆転層の存在
よりも，クリティカルレベルの存在が重要であることを指摘した。またこの規模でもより規模の大
きい場合と同様，ハイドロリックジャンプと考えられる点など重要な知見を得た。
　以上の理由で，本論文は学位論文として充分な知見を与えるものである。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。一
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